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 ＜新規課題採択方針＞ 

      今年度は特に明記したものを除き、５年以内に実用化が見込まれる調査研究について、一

般公募を行うこととする。 

          

    研究の規模：１課題当たり  

     【一般公募型】 

       （ア）            50,000千円程度（１年当たりの研究費） 

       （イ）～（カ） 10,000千円 ～ 25,000千円程度（１年当たりの研究費） 

     【若手育成型】 

       （キ）             3,000千円程度（１年当たりの研究費） 

 

    研究期間：１～３年 

     ※ただし、より短期間に成果が得られる研究課題を優先的に採択する。 

 

    新規採択予定課題数：各１課題程度  

   

 若手育成型の応募対象： 

   平成22年４月１日現在で満39歳以下の者(昭和45年４月２日以降に生まれた者） 

    ※新規採択時にのみ本条件を適用する。 

    ※満年齢の算定は誕生日の前日に１歳加算する方法とする。 

       ※産前・産後休業及び育児休業を取った者は、その日数を応募資格の制限日に加   

算することができる。 

 

＜公募研究課題＞  

【一般公募型】 

（ア）地域高齢者における認知機能スクリーニング方法及び認知機能に対する介入効果に関す

る研究                           （２２１６０１０１） 

   実際に地域において導入可能な認知機能スクリーニングの方法を検討し、無作為割り付

け研究を通じて認知機能に対する介入効果を検討する研究を優先的に採択する。 

 

（イ）認知症の包括的ケア提供体制の確立に関する研究       （２２１６０２０１） 

認知症の包括的支援に関する現状の課題とその具体的対策について検討し、科学的デー

タに基づき有効な対策を明らかにできる研究を優先的に採択する。 

 

 （ウ）漢方薬による認知症治療の作用機序に関する研究       （２２１６０３０１） 

漢方薬による認知症治療の作用機序について研究するとともに、臨床で使用した際の有

効性、安全性についても検討する研究を優先的に採択する。 

 

（エ）認知症ケアの国際比較に関する研究             （２２１６０４０１） 

海外の優れたケアの方法と日本で行われているケアを比較し、日本に導入する方法を明

らかにできる研究を優先的に採択する。 

 

（オ）若年性認知症に対するケア・リハビリテーションプログラムに関する研究 

（２２１６０５０１） 

若年性認知症の身体機能やニーズ（就労継続等）を考慮した具体的なケア・リハビリテ


